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令和５年度 施政および予算編成方針
「こどもファースト！未来へ“跳（ジャンプ）”予算」

伊賀市の情報
発信中！

カタログポケット公式 Facebook公式 YouTube
「忍者市チャンネル」

伊賀市ホームページ

今月の納税
●納期限　５月１日 （月）

固定資産税（１期）

2023 年（令和５年）４月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　86,790 人　○世帯数　40,318 世帯
○男　42,681 人　　○女　44,109 人

伊賀市の人口・世帯数
令和５年２月 28日現在

４月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆ MRI を用いた全身のがん検査
　「DWIBS（ドゥイブス）検査」

　当院ではMRI 装置によるDWIBS 検査を行うこ
とができます。DWIBS は全身の検査で、がん細胞
の全身への広がりを一度に検査することが可能です。
　これまで当院では、P

ペット

ET-CT によるがん検査を
行っていました。PET-CT はブドウ糖に放射線を出
す物質をつけて、注射により全身に投与します。が
ん細胞は糖分が好物でこの薬剤を多く取り込むた
め、薬剤から放出された放射線を検出するとがん細
胞がいる場所を画像化することができます。ただ
PET-CT には放射線の被ばくがあったり、食事や血
糖値の影響を受けるなどの問題点があります。
　一方、DWIBS はがん細胞が増えて膨らんでいる

状態を画像化します。DWIBS は放射線を使用しな
いため放射線被ばくの心配はなく、食事や血糖値の
影響も受けません。また注射の必要もありません。
そして、PET-CT と DWIBS のがんを見つける力は、
ほぼ同程度と言われています。当院ではDWIBS を
2019 年に使用開始し、年間 120 件以上行ってい
ます。DWIBS の画像は経験のある放射線科医が診
断し、結果を担当医に報告しています。PET-CT に
代わり皆さんのがん診断に役立てることができると
考えています。　　　（放射線技術課　植田　浩充）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
岡／名

３
　岡波

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　上野

８
　上野

９
　岡波

10
　岡波

11　
　上野

12
　岡波

13
　名張

14
　上野

15
　名張

16
岡／名

17
　岡波

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　上野

22
　上野

23
　岡波

24
　岡波

25
　上野

26
　岡波

27
　名張

28
　上野

29
　上野

30
岡／名

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

広報いがをスマホでチェック



　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
か
ら
３

年
が
経
ち
ま

す
。
５
月
８
日

か
ら
は
、
感
染

症
法
上
の
位
置
付
け
も
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
な
ど
、
感
染
対
策
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
見
ま
す

と
、
社
会
全
体
が
１
日
も
早
く
以
前
の
活

気
を
取
り
戻
し
、
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る

次
の
時
代
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価

格
な
ど
の
高
騰
に
対
し
、
市
で
は
大
規
模

な
経
済
対
策
事
業
を
実
施
し
、
生
活
者
や

事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
４
月
に
設
置
す
る
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」を
子
ど
も
政
策
の
司
令
塔
と
し
、

社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す

る
意
識
を
高
め
、皆
さ
ん
が
参
加
す
る「
次

元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
」
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
伊
賀
の
宝
」
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
引
き

続
き
「
コ
ロ
ナ
の
先
の
伊
賀
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
、「
こ
ど
も
、く
ら
し
、に
ぎ
わ
い
。」

の
３
本
を
柱
に
、
各
種
施
策
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

福
祉
医
療
費
助
成

　
９
月
か
ら
受
給
資
格
認
定
に
か
か
る
所

得
制
限
を
撤
廃
し
、
中
学
生
以
下
の
す
べ

て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
受
診
時
の
窓
口

で
の
支
払
い
を
不
要
と
す
る
医
療
費
の
窓

口
無
料
化
を
行
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

　
４
月
か
ら
市
内
の
公
立
小
中
学
校
の
給

食
の
無
償
化
を
始
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
家
庭
で
の
食
生
活
の
充
実
や
、
朝
食

を
欠
食
す
る
児
童
生
徒
が
減
る
よ
う
食
育

の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

令和５年度
施政および予算編成方針

　２月 24日㈮、令和５年第１回伊賀市議会定例会の開会にあたり、岡本市長が施政およ
び予算編成方針を述べました。ここではその概要をお知らせします。

「
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
！

未
来
へ
”跳“
予
算
」

ジ
ャ
ン
プ

こ
ど
も

教
育
環
境

　
市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
い
て
、新
た
な
「
校
区
再
編
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、「
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
の
取
り

組
み
を
継
続
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ト
イ

レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
洋
式
化
工
事
、

空
調
設
備
工
事
な
ど
、
引
き
続
き
教
育
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

防
災
・
減
災　

　
伊
賀
市
防
災
・
情
報
ア
プ
リ
「
ハ
ザ
ー

ド
ン
」
の
機
能
向
上
と
そ
の
周
知
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
へ
の
支
援
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
関
係
法
令
の
改
正
な
ど
を

反
映
し
た
「
伊
賀
市
地
域
防
災
計
画
」
の

改
訂
な
ど
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

川
上
ダ
ム

　
今
年
度
か
ら
管
理
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
今
後
は
、
水
道
事
業
の
安
定
水
源
の

確
保
や
、
減
災
対
策
の
面
で
、
上
野
遊
水

地
の
湛た

ん
水す

い
貯
留
能
力
に
ダ
ム
の
洪
水
調
節

能
力
が
加
わ
り
、
木
津
川
流
域
や
下
流
地

域
の
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
川
上
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
し
く
で
き
る
ダ
ム
湖
「
あ
お
や

ま
川
上
湖
」
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

を
考
え
て
い
き
ま
す
。 

消
防
の
連
携
・
協
力

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
名
張
市
と
の
共
同

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
向
け
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
統
合
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
庁
舎
改
修
な
ど
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備

　
昨
年
４
月
に
、
国
か
ら
重
要
物
流
道
路

候
補
路
線
と
し
て
、
名
神
高
速
道
路
の
八

日
市
Ｉ
Ｃ
付
近
を
起
点
に
名
阪
国
道
の
上

柘
植
Ｉ
Ｃ
付
近
ま
で
の
南
北
約
30
㎞
が

「
候
補
路
線
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
期
成
同
盟
会
や
沿
線
全
地
域
が
一

丸
と
な
り
、
ル
ー
ト
帯
の
決
定
や
ル
ー
ト

の
絞
り
込
み
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

　
昨
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
り
大
量

輸
送
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
て
い

な
い
線
区
と
し
て
公
表
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
関
西
本
線
の
活
性
化
と
存
続
に
向

け
て
、
関
西
本
線
木
津
亀
山
間
活
性
化
同

盟
会
な
ど
の
団
体
と
と
も
に
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
国
に
対
し
線

区
の
存
続
と
支
援
を
求
め
る
要
望
を
行
う

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
継

続
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
沿
線
自
治

体
、
各
団
体
と
協
働
し
、
利
用
促
進
や
利

便
性
の
向
上
、
ま
た
駅
舎
の
利
活
用
に
取

り
組
み
ま
す
。

バ
ス
交
通

　
地
域
の
人
々
と
共
に
、
島
ヶ
原
地
域
に

お
け
る
新
た
な
バ
ス
運
行
形
態
を
構
築
し
、

今
年
度
中
の
実
証
運
行
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
他
地
域
に
お
い
て
も
、
並
行
し
て

行
政
バ
ス
の
見
直
し
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

 

名張市

湖南市
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重
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道
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候
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延
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延
伸
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延
長
約
17
㎞

く
ら
し
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伊
賀
鉄
道
伊
賀
線

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
国
内
外

の
旅
行
客
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど

に
よ
る
定
期
外
収
入
の
回
復
や
、
運
営
経

費
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
設
備
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

成
人
式

　
市
で
は
、
民
法
改
正
に
伴
い
、
去
る
１

月
８
日
に
20
歳
を
対
象
に
、
３
月
19
日
に

は
19
歳
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
５
月
４

日
に
は
伊
賀
市
文
化
会
館
で
18
歳
を
対
象

と
し
た
成
人
式
を
開
催
す
る
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
と
と
も
に
責
任
が
発
生

す
る
た
め
、
消
費
者
教
育
の
取
り
組
み
な

ど
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

多
文
化
共
生

　
外
国
人
住
民
が
社
会
的
不
利
益
を
被
る

こ
と
な
く
、
日
本
人
住
民
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
、
す
べ
て
の
人
が
「
住
み

よ
さ
を
実
感
で
き
る
伊
賀
市
」
を
め
ざ
す

た
め
、
多
様
な

関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み

　

２
月
６
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
、
転
入
（
転
居
）
届
手
続
き
の
た
め
の

来
庁
日
予
約
や
、
転
出
届
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
カ
ー
ド
普

及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
忍
者
回
廊
整
備
事
業

　
旧
上
野
市
庁
舎
の
保
存
・
改
修
に
つ
い

て
は
、
有
識
者
会
議
や
新
図
書
館
に
関
す

る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
近
く
基
本
設
計
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
成
瀬
平
馬
家
屋
敷
跡
に
整
備
を

予
定
し
て
い
る
忍
者
体
験
施
設
に
つ
い
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
設
計
を

進
め
て
お
り
、
今
年
秋
ご
ろ
の
着
工
、
令

和
６
年
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
に
ぎ
わ
い
の
効
果
を
中

心
市
街
地
の
み
な
ら
ず
、
伊
賀
市
全
域
に

波
及
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
を
契
機

に
公
民
連
携
で
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

観
光
誘
客

　

２
月
22
日
の
忍
者
の
日
に
、（
公
財
）
大

阪
観
光
局
と
伊
賀
市
、
甲
賀
市
、
両
市
の

観
光
協
会
と
の
間
で
、
観
光
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
都
市
型
観
光
資
源
を
有
す
る
大

阪
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
発

揮
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
と
地

域
活
性
化
を
め
ざ
し
、
令
和
７
年
の
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

城
下
町
の
街
並
み

　

日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
に
よ
り

「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
定
さ

れ
た
伊
賀
上
野
城
下
町
の
文
化
的
景
観
保

全
に
つ
い
て
、
各
種
計
画
と
の
整
合
を
図

り
つ
つ
、
地
域
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
ス

に
ぎ
わ
い

新図書館イメージ

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

空
き
家
対
策

　
市
街
地
エ
リ
ア
の
空
き
家
対
策
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
古
民
家
再
生
活
用
事

業
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
ホ
テ
ル
）
伊
賀
上
野
城
下

町
」
は
、
今
年
度
に
２
期
開
発
と
し
て
民

間
事
業
者
に
よ
る
新
規
２
棟
の
宿
泊
施
設

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
も
連
携

し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

企
業
誘
致
活
動

　
持
続
可
能
な
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
伊
賀
の
特
色
を
生
か
し
た
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
済
産
業
省

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
立
地
調
査
に
お
い
て

は
、「
産
業
技
術
実
用
化
開
発
事
業
費
補

助
金
」
に
採
択
さ
れ
た
10
の
自
治
体
の
う

ち
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
伊
賀
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
引
き
続
き
、
企
業
誘
致
を
進

め
ま
す
。

文
化
芸
術
振
興
の
推
進

　
令
和
６
年
に
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
生
誕

３
８
０
年
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
、
芭
蕉

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
伊
賀
市
を
全
国
に
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

今
一
度
、
功
績
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
顕

彰
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
機

会
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
市
に
寄
贈
さ
れ
た
美
術
作
品
や

伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
財
な
ど
を
適
切
に

保
管
・
研
究
し
、
活
用
す
る
た
め
の
美
術

博
物
館
の
建
設
に
向
け
た
準
備
を
始
め
ま

す
。
懸
案
と
な
っ
て
い
る
新
し
い
芭
蕉
翁

記
念
館
の
機
能
も
あ
わ
せ
て
、
具
体
化
し

て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
し
て
若
年
世
代

を
中
心
に
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
気
軽
に
競
技
を
す
る
場
所
が

な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
自
治
の
推
進

　
３
月
か
ら
本
庁
と
支
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ぶ
窓
口
、「
つ
な
が
る
窓
口
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
公
共
施
設
予

約
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
」
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
施

策
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

行
政
改
革

　
新
た
な
事
務
事
業
レ
ビ
ュ
ー
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
事
業
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
、
複
業
人
材
第
３
期
の
人
材
登
用
に
よ

る
さ
ら
な
る
行
政
課
題
の
解
決
な
ど
、
民

間
の
知
見
・
活
力
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
正
化
と
効
率
・
効
果
的

な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘
書
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
０

　

hisho@
city.iga.lg.jp

そ
の
他

提供：（一社）全日本フリースタイルBMX連盟 
理事　FOURBLOCK代表　田邉　泰志さん
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【問い合わせ】　選挙管理委員会事務局
　☎  22-9601　℻  22-9672
　 senkyo@city.iga.lg.jp

４月９日㈰　午前７時～午後７時
三重県議会議員選挙

選挙ってなに？

投票ってどうするの？

　私たちは暮らしの中で、家庭や地域、学校や職場など、さまざ
まな場面で人と関わりを持ち、社会を形成しています。私たちの
生活や社会をよくするためには、私たちの意見を政治に届けてく
れる代表者が必要で、その代表者を決めるのが「選挙」です。
　「選挙」で選ばれた人は、住民の代表者となります。その代表
者は住民のために政治を行うことになります。「選挙」は、私た
ちの代表を選び、私たちの意見を政治に反映させるためのもので
す。そのためにも、私たち一人ひとりが「選挙」に関心をもつこ
とで、「選挙」はもっと身近なものになります。

　投票の流れを見てみましょう。

これで投票は終わりです！

受付で入場券を提示します。１

係員から投票用紙を受け取ります。２

記載台で当選させたい候補者の
氏名を投票用紙に書きます。
候補者の氏名は記載台に貼って
あります。

３

投票箱へ投票用紙を入れます。
投票が公正に行われるよう投票所
には立会人が２人います。

４

入場券がなくても
投票できます。

投票用紙を破損
したり、候補者の氏名
以外を書いたりしない
ようにしましょう。

みんなで投票に行こう！

（協力：伊賀市若者会議）

トピックス

【申込先・問い合わせ】　伊賀消防署管理課　☎ 24-9120　℻  24-9111

歯科診療
【診療時間】　午前９時～午後５時
◆５月３日（水・祝）
　大矢歯科医院（緑ケ丘本町 4175）　☎ 23-4184
◆５月４日（木・祝）
　岡田歯科医院（上野農人町 385-1）　☎ 21-0015
◆５月５日（金・祝）
　おかむら歯科（西明寺 697-1）　☎ 22-2555
※事前に電話で確認し、健康保険証などを持参してく
ださい。
※上記以外の診療などは、救急医療情報センター（☎ 
059-229-1199）へお問い合わせください。

二次救急実施病院
【実施時間帯】　午前８時 45分～翌日午前８時 45分
※岡波総合病院は午前９時～翌日午前８時 45分
◆５月３日（水・祝）　岡波総合病院
◆５月４日（木・祝）　名張市立病院
◆５月５日（金・祝）　上野総合市民病院
◆５月６日㈯　名張市立病院
◆５月７日㈰　岡波総合病院・名張市立病院
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

◆定例応急手当講習会
　目の前で大切な人や、たまたま隣り合わせた人が倒
れてしまったとき、あなたは手を差し伸べることがで
きますか。
　消防本部では、毎月定期的に応急手当講習会を実施
します。ぜひ積極的に受講してください。

【各コース内容】
○普通救命講習Ⅰ（３時間）
成人に対する心肺蘇生法、AED取扱い、異物除去法、
止血法
○普通救命講習Ⅲ（３時間）
子どもに対する心肺蘇生法、AED取扱い、異物除
去法、止血法
○上級救命講習（８時間）
心肺蘇生法、幅広い応急手当
○普及員講習（３日間）
職場や地域で「AEDの使い方」を含む心肺蘇生法
を指導していただく指導者育成のための講習

【と　き】
○普通救命講習Ⅰ　５月９日㈫
○普通救命講習Ⅲ　５月 20日㈯
　いずれも午前９時～正午

【ところ】
　消防本部　３階研修室

【対象者】
　市内在住・在勤・在学の中学生以上
※団体での申し込みは事前に電話でご相談ください。

【申込方法】
　インターネットまたは電話

【申込期限】
　各講習日１週間前まで
※先着順で定員になり次第、締め切ります。
※５月以降の開催日・内容などは、市ホームページを
ご覧ください。

【診療時間】
◆５月３日（水・祝）・４日（木・祝）・５日（金・祝）・７日㈰
　午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～11時
◆５月６日㈯　午後８時～ 11時
※ゴールデンウィーク中の診療は、大変混み合い、待
ち時間が長くなることが予測されます。
※受付時間は、診察終了時刻の 30分前までです。

※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイ
ルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※発熱やかぜ症状のある人は事前に電話してください。
※健康保険証・各種受給者証・お薬手帳などを持参し
てください。
※クレジットカードでの支払いはできません。

伊賀市応急診療所（上之庄 1700-1　☎ 22-9990）

ゴールデンウィークの救急医療体制

応急手当を身につけませんか

申込フォーム
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　生後 91日以上の飼い犬には、生涯に１回の登録と、
毎年１回、狂犬病予防注射を接種することが飼い主に
義務付けられています。狂犬病予防注射は動物病院ま
たは集合注射会場で受けることができます。

【料　金】
○注射：１頭につき 3,400 円
　（注射料金 2,850 円、注射済票交付手数料 550円）
○登録：１頭につき 3,000 円
※おつりのいらないようご準備ください。

【持ち物】　○登録済の犬：案内はがきと注射料金
　　　　　○新たに登録する犬：登録料と注射料金

【注意事項】
○３月下旬に発送した案内はがきの内容を確認し、問
診票を記入の上、持参してください。

○集合注射会場へは犬を制御できる人がお越しくださ
い。必ず首輪にリードをつけ、リードは短く持って
ほかの犬や人にかみつかないよう気をつけてくだ
さい。
○犬の体調などによっては、獣医師の判断により注射
をお断りする場合があります。
○集合注射や市の委託動物病院以外で狂犬病予防注射
を受けた場合は、生活環境課または各支所に「狂犬
病予防注射済証」を提出し、狂犬病予防注射済票の
交付を受けてください。（交付手数料 550円が必要
です。）

上野地区
月 日 曜 時　間 ところ

4

10 月

9：30～ 9：55 猪田地区市民センター
10：05～ 10：25 依那古地区市民センター
10：40～ 10：55 比自岐地区市民センター
11：05～ 11：30 神戸地区市民センター
11：40～ 12：00 きじが台地区市民センター

11 火

9：30～ 9：50 諏訪地区市民センター
10：00～ 10：20 三田地区市民センター
10：30～ 10：55 小田地区市民センター
11：05～ 11：30 新居地区市民センター

17 月

9：30～ 9：50 古山地区市民センター
10：05～ 10：25 花垣地区市民センター
10：40～ 11：00 花之木地区市民センター
11：15～ 11：35 長田地区市民センター
11：45～ 12：00 上野西部地区市民センター

18 火

9：30～ 9：55 府中地区市民センター
10：05～ 10：25 中瀬地区市民センター
10：35～ 10：50 上野東部地区市民センター
11：00～ 11：15 上野南部地区市民センター
11：25～ 11：40 久米地区市民センター
13：00～ 13：25 ゆめが丘地区市民センター
13：40～ 14：00 友生地区市民センター

23 日 9：30～ 11：00 伊賀市役所

青山地区
月 日 曜 時　間 ところ

4 27 木

9：30～ 9：45 高尾地区市民センター
10：00～ 10：15 博要地区市民センター
10：25～ 10：35 矢持地区市民センター
10：50～ 11：20 桐ヶ丘地区市民センター
11：30～ 11：50 阿保地区市民センター
13：10～ 13：30 上津地区市民センター

いがまち地区
月 日 曜 時　間 ところ

4 20 木
9：30～ 10：45 壬生野地区市民センター
11：00～ 12：00 西柘植地区市民センター
13：30～ 14：30 柘植地区市民センター

大山田地区
月 日 曜 時　間 ところ

4 13 木
13：30～ 14：00 阿波地区市民センター
14：15～ 14：45 布引地区市民センター
15：00～ 16：00 山田地区市民センタ―

阿山地区
月 日 曜 時　間 ところ

4 19 水

9：30～ 10：30 玉滝地区市民センター
10：45～ 11：45 鞆田地区市民センター
13：00～ 13：45 河合地区市民センター
14：00～ 14：20 丸柱地区市民センター

島ヶ原地区
月 日 曜 時　間 ところ
4 11 火 13：00～ 13：40 島ヶ原地区市民センター

集合注射会場

【問い合わせ】　生活環境課
　☎ 22-9624　℻   22-9641
　 kankyou@city.iga.lg.jp

犬の飼い主の皆さんへ 

犬の登録と狂犬病予防注射

絵画部門 彫塑工芸部門
議 長 賞 『まなざし』　白野　彩夏（上野高校） 『華を生ける』　小林　惠美子（平野樋之口）
教 育 委 員 会 賞 『祝福』　大西　佑奈（京都市） 『ある日の台所』　川本　輝希（伊賀白鳳高校）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『シナリオ 2』　藤岡　楓万（上野高校） 『華（糸菊）』　馬場　隆（小田町）
岡 田 文 化 財 団 賞 『小春日和』　西原　乃愛（上野高校） 『猫広場』　山本　裕暉（伊賀白鳳高校）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『この魂は永遠と…』　筒井　伸二（緑ケ丘南町） 『ろくろ彫り茶筒』　米島　政清（出後）
上野商工会議所会頭賞 『はやくちょうだい！』　内田　華音（上野高校） 『乾漆　波動』　森下　隆夫（柘植町）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『カゴノキ』　中野　喜代嗣（高山） 『くびながどり』　森内　隆（ゆめが丘）

奨 励 賞
『崩れる髑髏』　ホリノ　カズマ（伊賀白鳳高校） 『親王飾り』　冨岡　清美（千戸）
『No more war! No more war!』　奥澤　稔治（下柘植） 『ピクセル』　服部　愛生（伊賀白鳳高校）
『自彊不息』　百田　匡広（上野高校） 『切り絵「伊賀百景陽夫多神社夏祭り」』　田中　重之（柘植町）

写真部門 書部門
議 長 賞 『茜色の時間』　西　秀樹（富永） 『帝京篇』　稲田　えつ子（中村）
教 育 委 員 会 賞 『静寂』　大井　雅貴（平野城北町） 『西行の歌』　奥田　代子（桐ヶ丘）
ぶ ん と 理 事 長 賞 『弾ける秋』　松本　順子（名張市） 『杜牧の詩』　中島　睦子（下柘植）
岡 田 文 化 財 団 賞 『飛翔』　進藤　希実（桜丘高校） 『をぐらやま』　狹間　律子（長田）
伊賀上野ケーブルテレビ賞 『トラワレノミ』　太田　朱音（あけぼの学園高校） 『臨　寸松庵色紙』　福田　侑里（小田町）
上野商工会議所会頭賞 『勇者』　藤里　和也（服部町） 『古今和歌集のうた』　福森　千恵子（古山界外）
伊 賀 市 商 工 会 長 賞 『自然とふれあって』　前田　美津子（小田町） 『杜甫詩』　猪上　一美（緑ケ丘南町）

奨 励 賞
『落陽』　山田　純子（三田） 『臨　蘇軾黄庭堅跋』　中住　真夕（上野高校）
『さぶいけどもうすぐ春やで～』　城戸　愼一（諏訪） 『蘇東坡の詩』　岡本　京子（外山）
『ゲット前』　吉田　哲雄（桐ヶ丘） 『杜甫の詩』　松本　真理子（服部町）

第 18回伊賀市民美術展覧会

市展「いが」
　３月 17 日㈮から 21 日（火・祝）までの５日間、
伊賀市文化会館で、市展「いが」を開催しました。
　期間中は、入賞・入選作品と審査員などの作品
を含む絵画部門 51点、彫塑工芸部門 40点、写
真部門 58 点、書部門 35 点の合計 184 点を展
示しました。
　入賞作品と入賞者（敬称略）を紹介します。

書部門
『百人一首のうた』　稲森　政代（上ノ庄）

絵画部門
『古代からの伝言』
森岡　達生（上野西大手町）

写真部門
『学び舎に春』　中森　晴子（猪田）

【問い合わせ】　文化振興課
　☎ 22-9621　℻  22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

彫塑工芸部門
『深淵』　坂口　弘三（音羽）

トピックス
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○対象年齢の人は、接種日時などを直接医療機関へ確認し、必ず予約してから予防接種を受けてください。
○定期接種の費用は無料です。ただし、対象年齢以外で接種する場合は全額自己負担になります。
○接種当日は、母子健康手帳と予診票を持参してください。
※予診票をお持ちでない人は、市内の実施医療機関にありますので、予約時にお問い合わせください。市外医療機
関での接種を希望する人は、予診票をお渡ししますのでご連絡ください。

○実施場所は原則として、県内指定医療機関です。県外の医療機関で接種する場合は、手続きが必要ですので、事
前に健康推進課までご連絡ください。

【問い合わせ】　○伊賀市保健センター（健康推進課）　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○地域包括支援センター　東部サテライト　☎ 45-1016　℻   45-1055
　　　　　　　○地域包括支援センター　南部サテライト　☎ 52-2715　℻   52-2281

【市内指定医療機関】（50音順）
病院名 電話番号 ロタ ヒブ・

肺炎球菌
Ｂ型
肝炎 四種混合 BCG MR 水痘 日本脳炎 DT 子宮

頸がん
おた
ふく

浅野整形外科内科 36-2550 ○

あずま診療所 46-9977 ○

阿波診療所 48-0004 ○
２期 ○ ○ ○

４価のみ

上野総合市民病院 24-1111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャッチアップ除く ○

岡波総合病院 21-3135 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15歳まで ○ ○

４・９価のみ ○

亀田クリニック 26-0666 ○
１期除く ○

河合診療所 43-1511 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４・９価のみ ○

川原田内科 52-0500 ○ ○
キャッチアップ除く・４価のみ

紀平医院 45-5470 ○
２期

○
１期除く ○

黒田クリニック 050-1807-0323 ○
１歳以上

○
１歳以上 ○ ○ ○ ○ ○

４価のみ ○

佐那具医院 23-3330 ○
１・２期除く ○ ○

４価のみ

嶋地医院 37-0114 ○
１・２期除く ○

しみずハートクリニック 21-4528 ○
高校生以上

城医院 52-0017 ○
２期 ○ ○ ○ ○

滝井医院 23-1111 ○ ○ ○ ○ ○
４価のみ

竹沢内科歯科医院 23-0750 ○

竹沢医院 59-2019 ○
１期除く ○ ○

中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４・９価のみ ○

ひらい小児科クリニック 21-3101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４・９価のみ ○

まちしクリニック 45-7788 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮本医院 21-4719 ○
４・９価のみ

森川病院 21-2425 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９価は検討中 ○

ゆめが丘クリニック 26-0100 ○
２期 ○ ○

ゆめこどもクリニック伊賀 24-7600 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４・９価のみ ○

トピックス

接種対象年齢 接種回数 標準的な接種方法・注意事項

ロタウイルス

１価（ロタリックス）
生後６～ 24週 ２回 ４週間以上の間隔をあけて 2回接種しましょう。

５価（ロタテック）
生後６～ 32週 ３回 ４週間以上の間隔をあけて 3回接種しましょう。

ヒ　ブ 生後２カ月～５歳未満 １～４回 接種開始月齢によって接種回数が異なります。
詳しくは医療機関でご確認ください。肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 １～４回

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回 ４週間の間隔で２回、さらに１回目から20 週を経過した後に１
回接種しましょう。（標準的には生後２カ月、３カ月、７～８カ月）

１期初回 生後２カ月～７歳６カ月未満 ３回
生後２カ月～ 1歳までの間に、20日以上間隔をあけて 3回
接種しましょう。

（令和５年４月から接種開始が「生後２カ月～」になりました。）

１期追加 １期初回接種終了後、
１年～１年半（７歳６カ月未満） １回

１期初回の３回の接種が終了した後、６カ月以上の間隔をあ
けて接種できますが、１年～１年半の間に受けることで免疫
が強化されますので、１年あけて接種することをお勧めします。

BCG １歳未満 １回 生後５～８カ月の間に接種しましょう。
麻しん・

風しん混合
（MR）

１　期 １～２歳未満 １回 満１歳の誕生日が過ぎたら、なるべく早く接種しましょう。

２　期 平成 29年 4月２日～
平成 30年 4月１日生まれ（年長児） １回 接種期間は１年間のみです。年長児になったら、なるべく早

く接種しましょう。

水痘（みずぼうそう） １～３歳未満 ２回 ６カ月以上の間隔をあけて２回接種しましょう。
（２回目は１回目終了後、３カ月あけて接種可能）

日本脳炎

１期初回 ３～７歳６カ月未満 ２回 標準的には３～４歳までの間に、６～ 28日（１～４週間）
までの間隔をあけて２回接種しましょう。

１期追加 初回接種終了、約１年後
（７歳６カ月未満） １回 １期初回の２回の接種が終了した後、おおむね１年あけて接

種しましょう。
２　期 ９～ 13歳未満 １回 ９歳になったら、接種しましょう。
特例として、平成７年４月２日～平成 19年４月１日生まれで、１期・２期の接種が完了していない人は、20歳未満
の間で不足回数分の接種を受けることができます。

ニ種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11 ～ 13歳未満 １回 11歳になったら、できるだけ早めに接種しましょう。

子宮頸
けい

がん

小学６年生（12歳相当）～
高校１年生（16歳相当）の女子 ２回

または
３回

従来の２価・４価ワクチンに加え、令和５年４月から９価ワクチン
も定期接種の対象になりました。（原則、同じワクチンを接種）
● 2価ワクチン（サーバリックス）
　初回接種（１回目）から１カ月後に２回目、６カ月後に３回目を接種
●４価ワクチン（ガーダシル）
　初回接種（１回目）から２カ月後に２回目、６カ月後に３回目を接種
●９価ワクチン（シルガード９）
　接種開始年齢によって接種回数が異なります。

平成９年４月２日生まれから
平成19 年４月１日生まれの女子＊

【定期接種】　実施期間：４月１日㈯～令和６年３月 31 日㈰

令和５年度 予防接種のお知らせ

四種混合
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ

接種対象年齢 助成限度額・回数 標準的な接種方法・注意事項など
おたふくかぜ １～４歳未満 2,500 円×１回 好発年齢の 3歳より前に接種することをお勧めします。

伊賀市・名張市（一部）の医療機関で接種した場合は、接種費用から助成金額を差し引いた金額を、医療機関窓口
でお支払いください。（市への申請は必要ありません。）上記以外の医療機関で接種した場合は申請が必要です。

【任意接種（有料分）】　助成対象接種期間：４月１日㈯～令和６年３月 31 日㈰

＊子宮頸
けい

がんワクチンのキャッチアップ接種
　国の方針により、令和４年度から積極的勧奨を再開しています。これを受け、接種機会を逃していた人に対して、
時限的に従来の定期接種の対象年齢を超えて接種（キャッチアップ接種）を行っています。
　キャッチアップ接種対象の年齢の人で、すでに自費で接種した場合、申請により
接種費用を助成します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

HPVワクチン費用助成HPVワクチンについて
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市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
、
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ

て
、
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
納
税
通
知
書
な
ど
で
納
期
限
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

○
口
座
振
替　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
の
納
付

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付　

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済　
　
　
　
　
　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　
納
期
限
の
日
に
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
る
た
め
、
納
期

を
忘
れ
て
い
て
も
あ
わ
て
る
必
要
が
な
く

便
利
で
す
。

　
ま
た
、
還
付
金
が
発
生
し
た
場
合
な
ど

は
、
手
続
き
な
く
届
け
出
の
あ
る
本
人
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
た
め
、
発
生
か
ら
還

付
ま
で
の
期
間
が
通
常
よ
り
短
縮
さ
れ

ま
す
。

　
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
の
申
込
方
法
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

○
金
融
機
関
窓
口

　
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
の
届
出
印
を
用
意

し
、
市
内
の
金
融
機
関
・
収
税
課
・
各
支

所
（
上
野
支
所
除
く
。）
に
設
置
の
「
伊

賀
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
振
替
を
希
望
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
課
税
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
記
載
の
通
知
番
号
も
あ
わ
せ
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
に
は
約
１
カ
月
か
か
り
ま
す
。

〈
取
扱
金
融
機
関
〉

百
五
銀
行　
三
十
三
銀
行　
滋
賀
銀
行　

南
都
銀
行　
中
京
銀
行　
東
海
労
働
金
庫

北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫

伊
賀
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

　
病
気
や
失
業
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
っ
て
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
分
割
納
付
や
一

定
期
間
の
納
税
の
猶
予
な
ど
の
適
用
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
税

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
祝
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時

30
分
ま
で
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

　
市
税
を
滞
納
す
る
と
、
本
来
の
税
額
の

ほ
か
に
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
も
あ
わ

せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
督
促
状
や
催
告
書
に
も
応
じ
ず
、
市
税

を
滞
納
し
続
け
た
場
合
、
納
期
限
内
に
納

税
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
財
産
の
差
し
押

さ
え
や
自
宅
の
捜
索
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
動
産
・
不
動
産
は
公
売

に
よ
り
売
却
し
、
市
税
に
充
当
し
ま
す
。

日
程
や
入
札
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
納
入
方
法

◆
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

◆
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
ご
相
談
を

◆
市
税
の
滞
納
解
消
へ
の
取
り
組
み

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
２
／
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８

　

shuuzei@
city.iga.lg.jp◆

市
税
の
還
付
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
注
意

　
市
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
職

員
が
訪
問
す
る
場
合
は
、「
徴
税
吏
員

証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
や
訪
問
を
受
け
た
場
合
は
、
市
役
所

に
確
認
を
す
る
か
、
警
察
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
滞
納
者
に
対
し
て
Ｓ

Ｍ
Ｓ
に
よ
る
催
告
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
よ
う
求
め
た
り
、
口
座
へ
の
入
金
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

市ホームページのトップページバナーから
手続き画面に進みお申し込みください。

伊
賀
市
Ｗウ

ェ

ブ
ｅ
ｂ
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

対象者は機会を逃さないように接種しましょう 

高齢者肺炎球菌の予防接種
　65歳になる人を対象に肺炎球菌ワクチンの接種費
用の一部を負担します。定期接種の対象となる人は毎
年異なるため、機会を逃さないように注意しましょう。

【と　き】
　４月１日㈯～令和６年３月 31日㈰

【対象者】
　次の①または②に該当する人のうち、過去に肺炎球
菌ワクチンを１回も接種していない人
①今年度 65歳になる人（昭和 33年４月２日～昭和
34年４月１日生まれの人）

②接種日に 60歳から 65歳未満の人で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
機能に障がいがある人（身体障がい者手帳１級相当）

※対象者には、案内はがきを送付します。過去に肺炎
球菌の予防接種費用の助成を受けている人は対象外
となるため、案内はがきは送付しません。

【料　金】
　3,000 円（生活保護受給者は無料）

【接種場所】　県内の指定医療機関
【接種方法】
　直接医療機関に予約し、接種当日は必ず案内はがき
を持参してください。

【注意事項】 
○予診票は市内実施医療機関にあります。市外の医療
機関で接種を希望する場合は、予診票をお渡ししま
すのでご連絡ください。

○県外の医療機関で接種を希望する場合は、接種費用・
接種方法が異なります。希望日の１週間前までにご
連絡ください。

◆対象年齢の人以外への助成
　今年度に 70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・
95歳・100歳になる人で、過去に肺炎球菌ワクチン
を１回も接種していない人（任意接種・実費を含む。）
は、接種費用の一部助成を受けることができます。
※対象年齢の人以外への助成（経過措置）は令和５年
度末で終了し、それ以降は 65歳の人のみ対象とな
る予定です。

◆市内実施医療機関（50 音順）
病院名 電話番号

あきやま腎泌尿器科 44-6516
アクアクリニック伊賀 21-6500
浅野整形外科内科 36-2550
あずまクリニック 26-0333
あずま診療所 46-9977
阿波診療所 48-0004
伊藤医院 24-4700
上野総合市民病院 24-1111
馬岡医院 21-3005
大西医院 21-0219
おおのクリニック 22-1220
岡波総合病院 21-3135
亀田クリニック 26-0666
河合診療所 43-1511
川原田内科 52-0500
紀平医院 45-5470
黒田クリニック 050-1807-0323
佐々木内科 21-3100
佐那具医院 23-3330
嶋地医院 37-0114
しみずハートクリニック 21-4528
しもむら整形外科 26-2960
城医院 52-0017
滝井医院 23-1111
竹沢医院 59-2019
竹沢内科歯科医院 23-5553
竹代クリニック 22-2300
谷本整形 21-0934
中産婦人科緑ヶ丘クリニック 21-5678
梨ノ木診療所 26-5533
西田整形外科医院 23-4556
ひらい小児科クリニック 21-3101
広瀬医院 21-1383
まちしクリニック 45-7788
松本胃腸内科 26-3750
宮本医院 21-4719
森川病院 21-2425
森田クリニック 22-2233
ゆめが丘クリニック 26-0100
吉村クリニック 22-2121

【問い合わせ】　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

トピックス
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脳ドック 簡易人間ドック

受診資格
伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 23年
６月２日から昭和 58年６月１日までに生ま
れた人

伊賀市国民健康保険の加入者で、昭和 23年
６月２日から平成５年６月１日までに生まれ
た人

定　　員 420 人 610人

実施期間 6 月 1日㈭～令和６年２月 29日㈭ 6月 1日㈭～ 11月 30日㈭

検査内容
身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・肝
機能検査・腎機能検査・脂質検査・血糖・尿
酸・心電図・画像診断（MRI・MRA）

身体測定・胸部聴打診・血圧測定・血液検査・
尿検査・検便・肝機能検査・腎機能検査・脂
質検査・血糖・尿酸・心電図・胸部・胃検査

検査場所
岡波総合病院
上野総合市民病院
金丸脳脊椎外科クリニック

市内指定医療機関
※胃内視鏡検査が実施できない医療機関もあ
りますので、予約の際にご確認ください。

自己負担額 9,500 円
（検査費用37,100円のうち27,600円を補助します。）

8,700 円
（検査費用35,800円のうち27,100円を補助します。）

伊賀市国民健康保険被保険者の皆さんを対象に実施します 

脳ドック・簡易人間ドック
【申込方法】
①はがき
　通常はがきまたは 63 円切手を貼ったはがきに
「脳ドック受診希望」または「簡易人間ドック受診
希望」と明記し、住所・氏名（ふりがな）・生年月日・
電話番号を記入して郵送で申し込んでください。
※はがき一枚で申し込みできるのは一人分です。

②スマートフォン
　スマートフォンで二次元コードを読み取り、受付
フォームから必要事項を入力して申し込ん
でください。
※１回の入力で申し込みできるのは１人
分です。

【申込期限】　５月１日㈪
※はがきの場合は消印有効。スマートフォンの場合、
期限当日中の受付有効

【申し込み時の注意事項】
※脳ドックと簡易人間ドックの重複申し込みはできま

せん。はがき、スマートフォンでの申し込みもどち
らか一方になります。

※脳ドックは、令和３～４年度に受診した人は申し込
みできません。

※国民健康保険税を滞納している世帯の人は申し込み
できません。

※受診時点で伊賀市国民健康保険の加入者でない場合
は受診できません。

※簡易人間ドックは、昨年度に受診していない人を優
先します。

※脳ドックまたは簡易人間ドックを受診した場合は、
毎年７月１日から実施する特定健康診査は受診でき
ません。

※脳ドックの受診希望者で、心臓ペースメーカーを装
置している人や歯のインプラントを使用している
人、今までに手術をしたことがある人は、事前にか
かりつけ医師に確認してから申し込んでください。

※簡易人間ドックを受診する男性は、希望により前立腺
がん検査を受診できます。（追加自己負担額500円）

※申込多数の場合は抽選

「
○
○
ド
ッ
ク
受
診
希
望
」

・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
生
年
月
日

・
電
話
番
号

伊
賀
市

　
四
十
九
町
3184
番
地

伊
賀
市
役
所

　
保
険
年
金
課
行

《はがきの記入例》
（表）

518-8501

（裏）

63円

【申込先・問い合わせ】　保険年金課　☎ 22-9659　℻   26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp

トピックス

建
物
の
耐
震
化
を
支
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し
ま
す

将
来
の
安
心
の
た
め
に
　
国
民
年
金
の
は
な
し

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業（
無
料
）

【
対
　
象
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま

で
に
建
築
（
着
工
を
含

む
。）
さ
れ
た
３
階
建
て
以
下
の
木
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住
宅
。
店
舗
な
ど
を
併
設
し
て
い

る
場
合
は
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床
面
積
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の
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を
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る

も
の
。

※
母
屋
の
ほ
か
に
生
活
で
き
る
離
れ

も
対
象
で
す
。

◆
木
造
住
宅
の
補
強
工
事
を

補
助
し
ま
す

　
前
述
の
木
造
住
宅
耐
震

診
断
の
結
果
、評
点
が
０・

７
未
満
の
住
宅
の
う
ち
、

現
在
居
住
し
て
い
る
か
今
後
居
住
が

見
込
ま
れ
る
木
造
住
宅
に
対
し
、
評

点
を
１・
０
以
上
に
す
る
補
強
工
事

を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
立

地
な
ど
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
期
限
内
に
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場

合
、
固
定
資
産
税
額
の
減
額
が
あ

り
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
計
画（
設
計
）

の
補
助

　
１
棟
あ
た
り
の
補
強
設
計
に
要
し

た
経
費
の
３
分
の
２（
上
限
18
万
円
）

○
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
の
補
助

　
耐
震
補
強
計
画
に
基
づ
く
改
修
工

事
で
、
１
棟
あ
た
り
の
補
強
に
要
し

た
経
費
の
一
部（
割
合
に
よ
り
計
算
。

最
大
１
１
５
万
４
千
円
）

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助

　
上
記
の
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

と
同
時
に
行
う
機
能
向
上
を
図
る
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
す
る
経
費
の
３
分
の

１
（
上
限
40
万
円
）

　

た
だ
し
、
市
内
に
本
店
・
支
店
・

営
業
所
を
有
す
る
建
設
業
者
が
施
工

す
る
こ
と
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
補
助

【
対
　
象
】

　
市
内
に
あ
る
道
路
か

ら
の
高
さ
が
１
ｍ
を
超

え
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、
道
路

に
面
し
、
地
震
で
倒
壊
ま
た
は
転

倒
の
危
険
が
あ
る
も
の
。

【
補
助
額
】

　

標
準
事
業
費
（
６
千
円
／
㎡
）

と
工
事
費
を
比
較
し
て
低
い
方
の

２
分
の
１
（
上
限
15
万
円
）

【
申
込
期
間
】

　
４
月
11
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈬

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
、
工
事
な

ど
の
契
約
・
着
工
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。

◆
国
民
年
金
に
加
入
す
る
人

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・

無
職
の
人
な
ど
）

　
　
加
入
手
続
き
は
本
人
が
住
所
地

の
市
区
町
村
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者

　
（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
）

　
　
加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い

ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者

　
（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
）

　
　
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

○
任
意
加
入
被
保
険
者

　
（
海
外
在
住
の
日
本
人
・
年
金
を

満
額
に
近
づ
け
た
い
人
な
ど　

　

※
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
条
件
が
あ
り

ま
す
）

　
　
加
入
手
続
き
は
本
人
が
住
所
地

の
市
区
町
村
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

◆
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　
第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被

保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
。）

は
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保

険
料
（
４
０
０
円
／
月
）
を
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金

を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
と

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
・
各
支

所
ま
た
は
津
年
金
事
務
所
へ
付
加
保

険
料
の
納
付
の
申
し
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
付
加
年
金
の
年
金
額（
年
間
受
取
額
）】

　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※
申
請
を
し
た
月
分
か
ら
納
付
し
ま

す
。
納
付
を
止
め
る
場
合
は
申
し

出
が
必
要
で
す
。

【問い合わせ】　住宅課　☎ 22-9737　℻   22-9736　 jutaku@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　○保険年金課　☎  22-9659　℻  26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp
　　　　　　　○津年金事務所国民年金課　☎  059-228-9112
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　現在、甲賀市のふるさと納税の主な返礼品は、
信楽焼、近江牛、お茶などで、皆さんからたくさ
んのご寄附をいただいています。
　今回、新たな返礼品として、市内のゴルフ場で
お使いいただけるオンラインクーポン券を追加し
ました。
　スポーツにちょう
ど良いこの季節に、
お得にコースを回り
ませんか？

【寄附金額】
①１万円（3,000 円分クーポン）
②２万円（6,000 円分クーポン）
③３万円（9,000 円分クーポン）
　他にも返礼品を多数取り揃えています。ふるさ
と納税を通して、ぜひ甲賀市の魅力を感じてくだ
さい。

【問い合わせ】　甲賀市政策推進課
　☎  0748-69-2105
　℻  0748-63-4554

市内 24 のゴルフ場数は全国３位！
ふるさと納税にゴルフ場利用券を新たに追加

亀山市亀山市
春の観音山公園

～見晴らし台から伊勢湾を望む～
　観音山公園は、鈴鹿国定公園内に位置し、春に
なると満開の桜が
訪れる人たちを楽
しませてくれます。
　今年２月、地域
まちづくり協議会の皆さんによって山頂付近に見
晴らし台が整備され、関宿の町並みはもちろん、
天候に恵まれれば伊勢湾や知多半島まで見渡すこ
とができます。また、山頂までの散策道には、観
音山の名前の由来となった西国三十三観音があり
ます。石仏群を巡りながら山を登り、美しい桜と
圧巻のパノラマビューをぜひお楽しみください。
○観音山公園（亀山市関町新所）

【アクセス】　JR「関駅」から徒歩 15分
※市内の桜の見頃などは、亀山市観光
協会ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　
○亀山市観光協会　☎  0595-97-8877
○商工観光課観光・地域ブランドグループ
　☎ 0595-84-5074

　世界に通用する忍者、俳句、伝統工芸などの地域の
資源を生かした観光地域づくりと地域活性化を推進す
るため、（公財）大阪観光局、甲賀市、（一社）伊賀上野観
光協会、（一社）甲賀市観光まちづくり協会、信楽町観
光協会と連携協定を締結しました。
　2025年大阪・関西万博を見据え、伊賀市と甲賀市
の歴史・文化・自然などを活用した大阪を起点とする
広域周遊観光ルートの構築、訪日外国人旅行者などの
誘客を図ります。

【協定締結日】　令和５年２月 22日㈬
【連携を進める内容】
○観光を通じた地域の魅力づくり
○地域の情報発信力及び認知度の向上
○新たな観光ルートの開発
○忍者や俳句、伝統工芸の活用
○国内外における観光プロモーション
○森林などを活用したツーリズムの研究
○日本みどりのプロジェクト　　　　　など

【問い合わせ】　観光戦略課　☎  22-9670　℻  22-9695　 kankou@city.iga.lg.jp

「忍者の日」の午後２時 22分 22秒、
協定書を披露しました。

松尾芭蕉の終焉の地とされる御堂筋沿いに
ある南御堂の句碑前で記念撮影をしました。

伊賀市観光大使の伊賀忍者特殊軍団
阿修羅がパフォーマンスを披露しました。

「忍者の日 2月 22日」に観光振興の推進に関する連携協定を締結

忍者・俳句・伝統工芸などを世界に発信 伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などの事業に連携して取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にありながら、従来から買
い物、医療、仕事、文化、スポーツなど、生活に
おいて繋がりがあり、圏域外に誇れる結びつきの
強い地域となっています。
　圏域を構成する市町村がイチ押しの春のウオー
キングスポットなどを紹介します。

山添村

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]

定住自立圏域

笠置町

南山城村

笠置の木津川河川敷を彩る桜
　３月下旬から４月上旬、笠置町の木津川河川敷
はたくさんの桜で彩られます。その景観の美しさ
から「日本さくら名所 100 選」にも選ばれてい
ます。
　また、見頃にあわ
せて夜間ライトアッ
プが行われ、幻想的
な夜桜を鑑賞するこ
とができます。
　ぜひ、桜を鑑賞し
ながら河川敷を散歩してみませんか。

【アクセス】　JR「笠置駅」下車すぐ
【ライトアップ期間】　３月下旬から４月上旬まで
の毎日、午後６時から午後 10時まで実施（予定）

【問い合わせ】
　（一社）笠置町観光協会　☎  0743-95-2011

　関西電力大河原発電
所（京都府相楽郡南山
城村大字北大河原小字
川浦1-8）は、1919（大
正８）年に水力発電所
として運転を開始した
発電所です。
　大正ロマンを感じるレトロなレンガ造りの建物
は、1982（昭和 57）年に、「全国の建物 2000棟」
に選ばれています。
　春になると、建物周辺は桜が咲き、近くの木津
川からの心地よい風も感じられ、ウオーキング
コースの一つとしておすすめのスポットです。

【問い合わせ】
　南山城村総務財政課　☎  0743-93-0102

大河原駅から徒歩15分！レトロな
レンガ造りの関西電力大河原発電所と桜

フォレストパーク神野山～天の川コース～
＜鍋倉渓～天狗岩～神野山山頂

（往復 60 ～ 80 分）＞
　鍋倉渓は、大
小の黒い岩々が
幅約 25m、長さ
約 650mにわたっ
て、溶岩の流れの
ような景観をつくりだしています。その鍋倉渓の
横のウッドデッキを進むと、道中にある天狗岩付
近は少し急な坂道となります。天狗岩を過ぎると
緩やかになり、神野山山頂に到着します。展望台
からは 360 度見渡すことのできる絶景がひろが
り、5月には色鮮やかなツツジが見頃となります
ので、ぜひお越しください。

【問い合わせ】
　山添村総務課　☎  0743-85-0041

天狗岩

関西電力大河原発電所
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５月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

１歳６カ月児健診 23 日㈫ 13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 11 日㈭ 13：00～ 14：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

８日㈪ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター 育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

９日㈫ 10：00～ 11：30
13：30～ 15：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

17日㈬
9：30～ 11：30

青山子育て支援センター

19日㈮ 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 12日㈮・19日㈮・
26日㈮・29日㈪ 9：00～ 大型遊具遊び

おはなしひろば“わくわく” 未就学児と
保護者 18日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：5/1 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

元気っ子ひろば 未就学児
（満１歳～） 12日㈮ 10：00～ 消防署見学（定員 12組）※予約受付：4/28 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就学児 16日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：5/2 ㈫　9：00～

ぴよっこエプロン 未就学児
（満１歳６カ月～） 19日㈮ 10：00～ さつまいも植え（定員 10組）※予約受付：5/9 ㈫　9：00～

親子でリフレッシュ 未就学児 31日㈬ 10：00～ アロマストレッチ（定員 10組）※予約受付：5/17 ㈬　9：00～

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば 未就学児と
保護者 26日㈮ 10：00～ ママのリラックス～心と体をほぐそう～（定員 15組）

託児あり　※予約受付：5/19 ㈮　9：00～

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00

食育教室もぐもぐ １歳６カ月～ 12日㈮ 10：00～ 親子で楽しむ食育（定員 10組）※予約受付：4/28 ㈮　9：00～
土曜ふれあい広場 未就学児 13日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび　※予約不要

キラキラぷち 2022年４～５月生まれ 24 日㈬ 10：00～ からだ育て体操（定員 10組）※予約受付：5/17 ㈬　9：00～

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 26日㈮ 10：00～ 音楽会（定員 10組）※予約受付：5/19 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 30日㈫ 10：00～ コンサート（定員 40人）　いがまち保健福祉センター
※予約受付：5/16 ㈫　9：00～

はいはい・タッチ ７～ 11カ月 31日㈬ 13：30～ 赤ちゃん体操（定員 10組）※予約受付：5/24 ㈬　9：00～

土曜ふれあい広場
　子育て包括支援センター「土曜ふれあい広場」では、毎月１回ハイト
ピア伊賀で、親子ふれあい遊びを行っています。
　この日は手遊びや絵本の読み聞かせ、工作などを行いました。手遊び
では音楽に合わせて歌ったり、リズムに乗って体を動かして楽しんでい
ました。絵本の読み聞かせでは、子どもだけでなく親子で学べる絵本な
ども読みました。工作では新聞紙で紙鉄砲作りに挑戦し、子どもたちは
できあがった紙鉄砲で楽しそうに音を鳴らして遊んでいました。

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 未就学児 14日㈰ 10：00～ 忍者になりきって遊ぼうの巻　※予約不要

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00
おはなし会 未就学児 10日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
０～１歳児 11日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 18日㈭

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kosodate@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00
さあ始めよう離乳食教室 ４～５カ月の親子 10日㈬ 14：00～ 定員５人　※予約制　離乳食の始め方
離乳食お悩み相談室 6カ月以上の親子 24日㈬ 10：00～ 定員３人　※予約制　離乳食を開始している人
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定 29日㈪ 13：30～ 13：30～ 15：00の間の都合のつく時間にお越しください。

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

すくすくひろば 未就園児 ８日㈪・15日㈪・
22日㈪・29日㈪ 10：00～ みんなであそぼう

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 10日㈬・17日㈬・
24日㈬・31日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ８日㈪ 10：00～ げんきっこあつまれ（定員 10組）※予約受付：5/1 ㈪　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 19日㈮ 10：00～ 読み聞かせ・カレンダー作り（定員 10組）※予約受付：5/12 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 26日㈮ 10：00～ 親子であそぼう （定員 10組）※予約受付：5/18 ㈭　9：00～
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0595-24-4172 gishin@vc.e-net.or.jp

伊賀市久⽶町16-34

伊賀校

三重県伊賀市上村8 4 2 -1
T E L 0 5 9 5 -5 1-5 9 5 2

一人一人に
寄り添う

個別
指導

英検
準二級など
続々合格中！

上柘植IC
降りてすぐ

ひらめきクラブ
基礎学習力の

定着！

お気軽に
お問い合わせください

随時入塾受付中

難関校対策も
しっかり指導
高田中学

鈴鹿中等教育学校
(医専)

セントヨゼフ中学
合格！(鈴鹿校)

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

忍者市長出前授業

　２月 26日㈰、伊賀市消防本部で「多文化消防フェスタ伊賀
2023」を行いました。
　言葉の壁や文化の違いを越えて、みんなで防火・防災につい
て考えるための催しで、放水やロープ渡りなどの体験のほか、
消防車との綱引き大会や消火訓練などを行いました。
　各ブースは多くの人でにぎわい、参加者は普段はできない体
験を楽しみながら防火・防災について学んでいました。

多文化消防フェスタ伊賀 2023

１．水消火器を使って消火器の使い
方を学びました。
２．ロープを使った救助体験の様子
３．子どもから大人までみんなで盛
り上がった消防車との綱引き大会
４．子どもに大人気の防火服の着装
体験と消防車両乗車体験の様子

２ ３ ４

１

　忍者市月間の２月 15日㈬、大山田小学校で岡本市長が６年生
に出前授業を行いました。
　忍者衣装を着た岡本市長は、「伊賀忍者ってなんじゃ？」をテー
マに、伊賀流忍者が誕生した理由や、実際に使われた忍術など、
リアルな忍者について授業を行いました。
　その後、岡本市長は１年生と一緒に忍者にちなんだ給食を食べ
ました。

１

２ ３２ ４

１・２．児童は市長の
特別授業を興味津々で
聞いていました。
３．伊賀牛とひじきの
「忍者コロッケ」など
特別メニューを食べま
した。
４．給食後、市長は児
童から忍者にかかわる
質問に答えました。

まま ちち かか どど 通通 信信

お祝いに  御赤飯

新たな門出を祝う―

当店には、　　　　 １級眼鏡作製技能士 時計修理技能士が在籍

　３月２日㈭、ハイトピア伊賀で「世界の料理教室（ベトナム編）」を
行いました。
　市内のベトナム国籍の住民は約 1,400 人で、ブラジル国籍に次いで
２番目に多く住んでいます。この日は、揚げ春巻きとベトナム生春巻き
を作りました。参加者は、講師に作り方を教わりながら、日本の暮らし
やベトナム食材の入手方法などを尋ねるなど、多文化共生への理解を
深めました。

１．ベトナムの食材を説明する講師のグエン ティ 
ヒップさん
２．講師との会話を楽しみながら料理を作りました。
３．春巻きの皮を破らないように慎重に巻く参加者
４．ベトナム料理のタレの作り方を教わりました。

１．オープニングでは園児が先生と一緒に楽しく
踊りました。
２．部員たちは緊張しながらも会場にきれいな音
色を届けました。
３．親子に大人気だったお菓子輪投げのコーナー
４．天気に恵まれ、多くの人がまつりを楽しみま
した。

世界の料理教室（ベトナム編）

　３月５日㈰、阿保宿周辺で初瀬街道まつりが４年ぶりに行われました。
　メイン会場では、さくら保育園の園児のダンスや青山中学校吹奏楽部
のコンサートなどが行われたほか、青山地区住民自治協議会などによる
演舞をはじめ、物販や体験コーナーなど多くのブースが立ち並びました。
　また、初瀬街道散策ウオークも開催されるなど、多くの人が訪れ、初
瀬街道の歴史に思いをはせる一日となりました。

第 15 回初瀬街道まつり

２

２

１

１

３ ４

４３
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

子育て・教育

　４月 23 日㈰は「子ども読書の日」

です。また、４月 23 日～５月 12 日

は「こどもの読書週間」です。

　上野図書館や図書室では、子どもた

ちが読書に関心を持てるよう、年間を

通して読み聞かせなどのイベントを開

催し、年代やテーマにあわせた紹介

コーナーの設置、ブックリストによる

本の紹介などをしています。この機会

に、子どもと一緒に読書を楽しんでみ

てはいかがでしょうか。

【問い合わせ】　生涯学習課　

　☎ 22-9679　℻  22-9692

子ども読書の日 　日常会話程度の手話表現技術を習得

し、聴覚障がいのある人の支援者とし

て活動する手話奉仕員の養成講座を開

催します。

【と　き】　全 53 講座

　５月 27日、

　６月３日・17日・24日、

　７月１日・８日・15日・29日、

　８月５日、

　９月９日・16日・23日、

　10月 21日・28日、

　11月４日・11日・25日、

　12月２日・９日・23日、

　令和６年１月 13日・27日、

　２月３日・10日・24日、

　３月２日・９日・16日・23日

※すべて土曜日の午後１時～４時 15 分

【ところ】　ハイトピア伊賀

　４階多目的室または５階学習室２　

【講　師】　（一社）三重県聴覚障害者協会

【対象者】

　伊賀市または名張市に在住・在勤で、

全 53 講座のうち 37 講座以上受講で

き、講座終了後、手話奉仕員として活

動できる人　　　　

【料　金】　3,300 円（テキスト代）

【定　員】

　20 人（伊賀市 10 人、名張市 10 人）

※申込多数の場合は抽選

【申込方法】　住所、氏名、生年月日、

連絡先（携帯電話）、受講経験の有無

（経験ありの場合は受講年度）、在勤の

場合は勤務先を下記まで。

【申込期間】　4 月 17 日㈪～ 28 日㈮

【申込先・問い合わせ】　障がい福祉課

　☎ 22-9656　℻  22-9662

　 shougai@city.iga.lg.jp

手話奉仕員養成講座申

　毎年４月は 20 歳未満飲酒防止強調

月間です。20 歳未満の人の飲酒は法

律で禁止されています。

　民法の成年年齢は 18 歳ですが、お

酒に関する年齢制限は 20 歳です。家

庭、地域など社会全体で 20 歳未満の

飲酒防止に取り組みましょう。

【問い合わせ】　上野税務署

　☎ 21-0950　※自動音声案内

　経済的な理由で、学用品費など学校

でかかる費用にお困りの人に、学校へ

納入した費用の一部を市が援助しま

す。新たに援助を希望する場合、また

は前年度から引き続き希望する場合は

申請してください。

※生活保護受給者は、重複する内容の

援助は受けることができません。

【対象者】

　市内の公立小・中学校に在籍する児

童・生徒の保護者

※所得制限あり

【申請先】

　在籍する小・中学校

【支給時期】

　年３回（７月・12 月・３月）に分

けて支給します。

【問い合わせ】

○在籍する小・中学校

○学校教育課

　☎ 22-9648　℻  22-9667

20 歳未満飲酒防止

強調月間

就学援助制度

　お寄せいただいた義援金は、日

本赤十字社を通じて、支援を必要

とする方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】

○本庁舎　１階ロビー

○各支所（上野支所を除く。）

【問い合わせ】

　医療福祉政策課

　☎  26-3940

　℻  22-9673

義 援 金 受 付 中

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読める

○読みやすいUDフォントで表示し、サイズも調整できる

○動画や写真も楽しめる

○10言語で読める・聞ける（音声読み上げ対応※）

※【音声読み上げ】ブラウザによっては対応していない場合があるため、

　専用ビューア「Catalog Pocket（カタポケ）」《無料》をご利用ください。

【問い合わせ】　秘書広報課

☎  22-9636　℻  24-7900　 hisho@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続きや、

気になることなど、気軽に

お問い合わせください。

子育て何でも問い合わせ窓口

最新の情報はホームページをご覧ください。

二次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。

　　　「さまざまのことおもひ出す

桜かな」の句は、芭蕉翁がどのよう
なことをしのんだ句と思いますか？
①杜甫や李白のこと
②奈良時代
③平安時代
④旧主良忠との数々の思い出

（答えは 27 ページ）

伊賀のこと
もっと

知りた
い！

問題

【と　き】　４月 11日㈫

　　　　　午前 10 時～正午

※午前 10 時 30 分以降は、簡単な体

操やゲームなどを行います。

※時間内の出入りは自由です。

【ところ】　ハイトピア伊賀

　４階ミーティングルーム

【問い合わせ】　地域包括支援センター

　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

（認知症カフェ）

健康・福祉

新型コロナウイルスに関するお知らせ

情 報

【と　き】　４月 25日㈫

　　　　　午後１時 30 分～４時

【ところ】　本庁舎　２階会議室 202

【料　金】　200 円（認知症の人は無

料。家族の会会員は 100 円）

※認知症の人が参加する場合は、事前

に連絡してください。

【問い合わせ】　地域包括支援センター

　東部サテライト

　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症の人と家族の会

「伊賀地域つどい・交流会」

　三重県では、おもいやり駐車場利用

証の妊産婦の利用期間を４月１日から

延長します。延長後は「産後２年まで」、

多胎児（双子など）の場合は「産後３

年まで」となります。

【対象者】　妊産婦の利用証の有効期限

が令和４年 10 月以降の人（すでに利

用証を返却した人も対象です。）

【申請方法】

　電子申請（県のみ）、郵送または窓

口で手続きできます。窓口で手続きを

する場合は、母子健康手帳と申請者（窓

口来庁者）の本人確認書類が必要です。

（利用証を返却していない人は、利用

証もご持参ください。）

【問い合わせ】

○障がい福祉課

　☎ 22-9656　℻  22-9662

　 shougai@city.iga.lg.jp

○健康推進課

　☎ 22-9653　℻  22-9666

　重度の障がいのある人の社会参加や

通院のための交通費を助成します。

【対象者】　住民票が伊賀市にあり、次

のいずれかの手帳を持っている人

○身体障害者手帳１級・２級

○療育手帳 A1・A2

○精神障害者保健福祉手帳１級

※伊賀市障がい児（者）訓練施設等通

所費助成を受給している人は対象外

【助成額】

○タクシー等乗車券

　自動車燃料券

　伊賀鉄道乗車券

　年間　14,400 円

○原動機付自転車燃料券

　年間　 7,200 円

※４種類の交付券の内、いずれかを選択

※年度途中に手帳が新たに交付された

場合は、交付月以降分を助成

※年度途中での交付券変更はできま

せん。

【申請方法】

　障害者手帳と申請者（窓口来庁者）

の本人確認書類を持参してください。

【申込先・問い合わせ】

○障がい福祉課

　☎ 22-9656　℻  22-9662

　 shougai@city.iga.lg.jp

○各支所

　65 歳以上の人を対象に、４月から

８月分の介護保険料の仮徴収額通知書

を４月 12 日㈬に発送しますので、納

期限までに納入してください。口座振

替の場合は指定の口座から納期限日に

振り替えます。

　特別徴収を継続する人には、今回の

仮徴収額通知書を発送しませんが、徴

収額に変更がある人には、介護保険料

額変更通知書を発送します。

　なお、年間保険料額は７月に確定し、

改めてお知らせします。

【問い合わせ】　介護高齢福祉課

　☎ 26-3939　℻  26-3950

おもいやり駐車場

妊産婦の利用期間延長
重度障がい児（者）

の交通費助成

介護保険料の仮徴収額

通知書を発送します

　新型コロナワクチンの令和４年秋開

始接種の接種期間が令和５年５月７日

まで延長されることになりました。す

でに接種券をお持ちの人は、４月以降

も市内医療機関で引き続き接種ができ

ますので、期間内に早期接種をご検討

ください。初回接種の期間が短かった

乳幼児・幼児の接種も継続されます。

　なお、令和５年度では、接種可能な

すべての年齢の人を対象に、秋から冬

（９～ 12 月）にかけて１回の接種を

行う予定です。なお、重症化リスクが

高いとされる 65 歳以上の高齢者や基

礎疾患のある人、医療従事者などに対

しては、春から夏（５～８月）と秋か

ら冬の２回接種を行う予定です。

　接種券は準備ができ次第、順次発送

します。

※ 3 月７日時点で国が公表している

情報です。

【問い合わせ】　健康推進課

　☎  41-1550

※４月１日からワクチン接種推進課は健

康推進課予防接種係に変わりました。

新型コロナワクチン

接種期間の延長
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

　歴史、環境問題、人権やデジタル社
会など幅広い分野で全８回開催します。

【と　き】
○第１回　６月 13 日㈫
　「ミエゾウとその時代（予定）」
　三重県総合博物館学芸員
○第２回　７月 11 日㈫
　「伊賀惣

そう

国一揆と天正伊賀の乱」
　文化財課
○第３回　９月 12 日㈫
　「三重県にゆかりのある小津安二郎
　監督の映画鑑賞」
○第４回　10 月 11 日㈬
　「芭蕉祭記念講演会」
○第５回　11 月 14 日㈫
　「あなたは大丈夫？フレイル予防」
　明治安田生命保険相互会社
○第６回　12 月 12 日㈫
　「（仮）地球温暖化とＳＤＧｓ」
　みえ出前トーク講師
○第７回　令和６年１月 16 日㈫
　「（仮）市内小学校・中学校における
　人権教育の推進」
　学校教育課
○第８回　令和６年２月 13 日㈫
　「デジタル社会ってどんな社会？」
　デジタル自治推進局
　各回午後１時 30分～３時
※内容は変更する場合があります。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　　　　　５階多目的大研修室

【対象者】　市内または京都府笠置町・
南山城村、奈良県山添村在住・在勤の
18歳以上の人

【定　員】　60人
※Z

ズ ー ム

oomでも参加ができます。
※事前申込制ですが、当日参加できる
場合もあります。

【申込方法】　生涯学習課または各地区
市民センターなどにある申込書に必要
事項を記入の上、下記まで。市ホーム
ページからも申し込みができます。

【申込期間】　４月７日㈮～ 24日㈪
　午前９時～午後５時
※申込多数の場合は抽選

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課　
　☎  22-9679　℻  22-9692
　 chuuou-kouminkan@city.iga.lg.jp
※土・日曜日は生涯学習センター
　（☎ 22-9801）

　伊賀ぶらり体験博覧会「いがぶら」
は今年で 10年を迎えます。
　「伊賀ぶらり体験博覧会いがぶら
2023」にプログラムを提供するパー
トナーとして参加しませんか。伊賀の
魅力がいっぱい詰まった、わくわくす
るようなプログラムを一緒に作りま
しょう。

【開催期間】
　９月 23 日（土・祝）～ 12 月 10 日㈰

【対象者】 
　開催期間中の都合の良い日時に、伊
賀らしいおもてなしプログラムを実施
していただける事業者など

【申込先・申込方法】
　いがぶら公式ウェブサイト

【申込締切日】　５月 31日㈬
【問い合わせ】
　いがぶら実行委員会事務局　
　㈱まちづくり伊賀上野
　☎ 51-9088
　 igaburari@gmail.com

【と　き】　６月 11 日㈰
○乙種４類　午前・午後
○丙種　　　午前

【ところ】
　ゆめぽりすセンター

【申込方法】
①郵送
消防本部・各分署にある願書に必要
事項を記入の上、郵送
②電子申請
（一財）消防試験研究セン
ターのホームページから
申し込み

【申込期間】
①郵送の場合
　４月 10日㈪～ 20日㈭※消印有効
②電子申請の場合
　４月７日㈮　午前９時～

17日㈪　午後５時
【申込先・問い合わせ】
　（一財）消防試験研究センター
　三重県支部
　☎ 059-226-8930

◆予備講習会
【と　き】　５月 11 日㈭
　午前９時 20分～午後４時 30分

【ところ】
　消防本部　３階研修室

【対象者】　危険物取扱者試験（乙種４
類）受験者

【料　金】
○予備講習授業料　1,000 円
　（防火協会員は無料）
○教科書　1,000 円
　（防火協会員は半額）
○問題集　1,000 円
　（防火協会員は半額）
※教科書・問題集をすでにお持ちの場
合は、購入不要

【定　員】　先着 40人
【申込方法】
　消防本部予防課までお越しください。

【申込期間】
　４月 18日㈫～５月２日㈫
※土・日曜日、祝日を除く午前８時
30分～午後５時 15分

【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9103　℻  24-9111

悠々セミナー申「いがぶら」
参加パートナー募集申

前期危険物取扱者試験
（乙種４類、丙種）申

伊賀市役所 本庁舎

４月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆４階市民ミニギャラリー
○伊賀市寄贈絵画展
◆１階玄関横
○伊賀市寄贈作品展示
　絵画
　「Untitled」
　谷本　景さん
　
　陶芸
　「古代から」
　谷本　景さん

○いけばな（伊賀華道協会）
※都合により展示物が変わる場合
があります。

※観覧時間は市役所の開庁時間に
準じます。

市民ミニギャラリー展示作品募集中
【問い合わせ】
　文化振興課
　☎  22-9621
　℻  22-9619

最新の情報はホームページをご覧ください。
二次元コードから詳しい情報が見られます。

　遺言の書き方、相続に関する疑問点、
後々相続でトラブルにならないよう今
できること、現在、相続問題でお困り
の内容など、遺言と相続に関する問題
全般について、弁護士による無料電話
相談会を開催します。

【と　き】　４月 14 日㈮
　　　　　午前 10時～午後４時

【相談ダイヤル】　☎ 059-228-3143
【問い合わせ】　三重県弁護士会事務局
　☎ 059-228-2232

　令和４年４月１日の民法改正により
成年年齢が 18歳に引き下げられまし
た。成人となり、一人の大人として生
きていくことを自覚するとともに、成
人を迎えられたことへの感謝と喜びを
共有する場として、成人式を開催し
ます。

【対象者】
　平成 16年４月２日～平成 17年４
月１日生まれの人

【と　き】
　５月４日（木・祝）　午後１時～
　（受付：午後０時 15分～）

【ところ】
　伊賀市文化会館（西明寺 3240）
※新成人対象者以外の人は入場できま
せん。
　２月 28日現在、伊賀市に住民登録
のある人に 3月中旬に案内状を発送
しましたので、当日持参してください。
　なお、伊賀市出身で、現在、学校や
就職などで転出している人も出席でき
ますが、案内状が届きません。当日受
付で本人（年齢）確認書類（健康保険
証、運転免許証など）を提示してくだ
さい。
　成人式に関する情報は、市ホーム
ページで随時お知らせしますので、必
ず確認してください。

【問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

【と　き】
①６月 10 日㈯
②７月８日㈯
いずれも午前８時 45分から受付開始
※いずれか１回を受講してください。

【ところ】
　メッセウイング・みえ
　２階大研修室（津市北河路町19-1）

【定　員】　各回先着 100人　
【申込期間】
①４月３日㈪～ 28日㈮
②４月３日㈪～５月 31日㈬

【受講料】
○１種類 13,000 円
○２種類以上 16,000 円
※三重県猟友会員はいずれも5,000 円

【申込方法】
　申込用紙に必要事項を記入の上、
受講料を添えて持参または郵送（現金
書留）
※申込用紙は三重県猟友会ホームペー
ジからダウンロードできます。

【申込先】　（一社）三重県猟友会事務局
　☎  059-228-0923
　℻  059-228-0988

【問い合わせ】　伊賀市猟友会事務局
　（農林振興課内）
　☎ 22-9714　℻  22-9715

遺言の日・遺言相続
無料電話相談会

成人式を行います初心者狩猟免許取得
講習会申

イベント・講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「子どもの人権Ⅱ」
　「インターネットと人権」

【と　き】　４月３日㈪～ 27 日㈭
【ところ】　本庁舎　３階
　「インターネットと人権Ⅱ」

【と　き】　４月 10 日㈪～ 21 日㈮
【ところ】　西柘植地区市民センター
　　　　　（旧ふるさと会館いが）
　「感染症と人権」

【と　き】　４月 10 日㈪～ 21 日㈮
【ところ】　阿山支所　１階ロビー
　「外国人の人権」

【と　き】　４月 10 日㈪～ 21 日㈮
【ところ】
　青山複合施設 アオーネ　ロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

◆寺田市民館　じんけんパネル展
「コロナ差別と人権」

【と　き】　４月３日㈪～ 27 日㈭
※開館延長日　11日㈫、18日㈫

【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728

人権啓発パネル展

防災・情報アプリ
H
ハ ザ ー ド ン

AZARDONで配信中！

【問い合わせ】
　防災危機対策局
　☎ 22-9640
　℻  24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp

○災害緊急情報
○気象情報
○地震情報
○土砂災害情報
○火災情報
○行政情報
○自治協議会・自治会からのお知らせ

消費生活相談窓口
悪質商法や契約トラブルなど消費
生活で困った時は、ひとりで悩まず、
消費者ホットライン
までお気軽にご相談ください。

☎188

「ヘルプマーク」を
知っていますか？

　　　　　援助や配慮を必要とする
　　　　　人が伝えやすく、支援が
　　　　　できる人が気づきやすく
なる「おもいやりの絆」をつなげる
マークです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

【申込方法】
　三重県伊賀建設事務所（三重県伊賀
庁舎６階）にある申込用紙に必要事項
を記入の上、郵送
※募集月末日の消印有効

【申込期間】
※年４回
○４月：４月４日㈫～ 30日㈰
○７月：７月４日㈫～ 31日㈪
○ 10月：10月３日㈫～ 31日㈫
○１月：令和６年１月５日㈮～31日㈬

【申込先・問い合わせ】
　伊賀南部不動産事業協同組合
　県営住宅管理部　津事務所
　☎  059-221-6171

　マイナンバーカードを利用し、マイ
ナポータルを通じたオンラインによる
転出届や、転入（転居）届の来庁日を
予約することができ、転出手続きにつ
いては来庁が不要です。詳細は、市ホー
ムページをご覧ください。

【問い合わせ】　住民課
　☎  22-9645　℻  22-9643

　統計法に基づく基幹統計調査に、調
査員として活動していただける人を募
集します。

【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○ 18歳以上の健康な人
○税務・選挙・警察用務に直接関わり
のない人

【勤務形態】　任命期間中は非常勤の公
務員となります。あらかじめ指定され
た期間内（２カ月前後）に従事します。
任命期間や調査の種類、期間、区域な
どについて、事前に電話や郵便でお知
らせします。調査への従事が可能であ
れば仕事を依頼します。

【勤務内容】　調査対象への訪問、調査
票の配布や回収など

【勤務場所】　市内
【報　酬】　調査ごとに、調査対象数な
どを考慮して定めます。

【申込方法】　電話　※随時受付
【選考方法】　面接
【申込先・問い合わせ】　総務課
　☎ 22-9601　℻  22-9672

　市では、市民の皆さんに文化芸術に
触れていただくため、本庁舎に市民ミ
ニギャラリーを設置しています。作品
の展示にぜひご利用ください。

【展示場所】
　本庁舎４階吹き抜け西側の壁面
　（幅 15m・高さ 2.4m）

【使用資格】
　市で活躍する個人または団体、その
他市長が特に認めたもの

【使用期間】
　月初めから月末までの１カ月以内
（展示準備・後片付けを含む）
【作品規定】
　市が用意するピクチャーレールやワ
イヤーで壁面に吊下展示ができる書、
絵画、写真など。テープなどを使用し
ての展示はできません。

【申請方法】
　申請書に記入の上、下記まで。申請
書は本庁舎、生涯学習課（ハイトピア
伊賀５階）、芭蕉翁記念館にあるほか、
市ホームページからもダウンロードで
きます。

【申請期限】
　使用月の２カ月前まで。12カ月先
まで申請できます。

【申請先・問い合わせ】　文化振興課
　☎ 22-9621　℻  22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

　今春のダイヤ改正にあわせて、市内
の鉄道路線をより便利にご利用いただ
くため、各路線の連絡時刻が分かるポ
ケットサイズの時刻表を作成しました。
　JR 関西本線・伊賀鉄道忍者線（伊
賀線）・近鉄大阪線の乗り継ぎを分か
りやすく掲載しています。
　巻末には、コミュニティバス「にん
まる」の時刻表も載っていますので、
ぜひご活用ください。

【配布開始日】
　４月中旬

【配布場所】
○本庁舎総合受付
○各支所
○各地区市民センター
○伊賀鉄道忍者市（上野市）駅 など

【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

県営住宅入居者募集

オンラインで転出届が
できます

登録統計調査員募集 市民ミニギャラリー
展示作品募集

便利なポケットサイズの
時刻表をご利用ください

　22 ページの答え　
④旧主良忠との数々の思い出
　貞享５年（1688）春、旧主藤堂
新七郎家では良忠の遺児良長（よ
しなが）が家督を継ぎ、探丸と号
して俳諧をたしなんでいましたが、
帰省していた芭蕉翁を下屋敷八景
亭に招き、花見の宴が催され、今
はなき旧主良忠の遺愛の桜の咲き
誇る下で、二人で語り合いました。
その日の感激を句に詠み懐紙にし
たためたのです。以後、この亭をさ
まざま園と呼ぶようになりました。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

「広報いが」広告募集中

最新の情報はホームページをご覧ください。
二次元コードから詳しい情報が見られます。

　畜産の振興と飼養農家の経営向上を
図り、家畜伝染病の発生とまん延を防
ぐために、伝染病疾病などの予防に対
し助成します。

【対象者】　市内に住所のある次の農家
または組合
○肉牛・乳牛・種豚・肉豚小規模農家
○小規模飼育農家で構成される肥育組
合と酪農組合

【対象家畜】
　肉牛・乳牛・豚
※対象病名など、詳しくはお問い合わ
せください。

【助成金額】
○牛：予防注射に要する費用の 15％
○豚：予防注射に要する費用の 10％
※費用の千円未満は切り捨て。
※申請多数の場合、予算内で調整します。

【申請期限】　５月 31日㈬
【問い合わせ】　農林振興課　
　☎ 22-9713　℻  22-9715

　令和５年４月から全国の自治体で、
新たに納付書に印字される地方税統一
QRコードを利用した対象税目の納付
ができます。

【対象税目】
○固定資産税
○軽自動車税（種別割）

【利用できる納付書】
○納付書に「eL マーク」と「eL-QR」
（QRコード）が印字されたもの
○納期限内のもの
※納期限を過ぎると QR コードを利
用した納付はできません。

【利用可能な納付方法】
○地方税お支払いサイト（クレジット
カード払い、インターネットバンキ
ング、口座振替）
○各種スマホ決済アプリ
○全国の対応金融機関窓口
※詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。
※QRコードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

【問い合わせ】
○収税課
　☎ 22-9615　℻  22-9618
○課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

◆マイナポイントの申込期限について
　マイナポイントの
申込期限が５月末ま
でに延長となりまし
た。詳しくは総務省
マイナポイント事業
のホームページをご
確認ください。

◆マイナンバーカード用電子証明書の
　発行等業務の停止について
　マイナンバーカードに格納されてい
る公的個人認証システムの更改作業実
施に伴い、下記のとおり電子証明書の
発行等業務を停止します。
※マイナンバーカードの受け取りはで
きます。

【と　き】　５月１日㈪・２日㈫
【停止する業務】
○マイナンバーカードの暗証番号の初
期化
○マイナンバーカード用の電子証明書
の発行、失効・更新
○住所、氏名が変わる場合のマイナン
バーカード手続

【問い合わせ】　住民課
　☎  22-9645　℻  22-9643

　認定農業者とは、農業経営を改善す
るための「農業経営改善計画認定申請
書」を提出して、市に認定された人の
ことです。認定後は、経営所得安定対
策（ゲタ・ナラシ対策）交付金や農業
制度資金の融資などの支援を受けるこ
とができます。

【申請方法】　次の書類を提出してくだ
さい。様式は、市ホームページからダ
ウンロードできます。
○農業経営改善計画認定申請書
○収支計画書
○情報提供の同意書
　申請は随時受け付けますが、認定は
四半期ごとに行います。詳しくは市
ホームページをご覧ください。

【申請先・問い合わせ】　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

【募集人数】　２人
【応募資格】
　市内在住・在勤で満 18 歳以上で、
市議会議員・市職員でない人

【開催回数】
　年１～４回程度
　※原則、平日の昼間２時間程度

【任　期】
　７月 27日～令和７年 ７月 26日

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。

【応募方法】
　「男女共同参画審議会委員への応募
動機」を 800 字以内（様式は自由）
にまとめ、住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号を明記の上、下記
まで。

【選考方法】　作文審査・面接
【応募期間】
　５月 12日㈮　午後５時　※必着

【応募先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

家畜伝染病予防の
助成があります

市税納付方法の拡充
（地方税統一 QRコード）

マイナンバーカードに
関するお知らせ

認定農業者に
なりませんか

伊賀市男女共同参画
審議会委員募集

お知らせ

　市政情報をケーブルテレビ放送
を通じてお伝えしています。
　ケーブルテレビ17チャンネル
（青山は204チャンネル）・地上
デジタル放送121チャンネルで
放送中です。
　番組表は、右の２
次元コードからご確
認いただけます。

行政だより
「ウィークリー伊賀市」
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I G AMONO
セレクション No.36

　明治６年の創業以来、伊賀市でしょ
うゆ、みそ、漬物の製造・販売を行っ
ています。こだわりの天然醸造しょう
ゆを中心に、国内にとどまることなく、
北米、中国、東南アジアなどに向け輸
出を始めています。新商品開発にも力
を入れ、戒律などからしょうゆを口にす
ることができない人にも対応するため、

しょうゆのアルコール成分を 0.1％以
下におさえる独自製法を開発しまし
た。和食の基礎調味料である風味豊か
な本物の天然醸造しょうゆを伊賀から
世界に発信し、たくさんの人に召し上
がっていただけるよう、お
いしくて安全な商品の製造
と提供を行っていきます。

　昔から伊賀地域では夏場に採れた白瓜の芯を抜き、自家製の「玉みそ」
に漬け込んで保存食として食べていました。その伝統製法を受け継ぎ、
現代風にうす塩味に仕上げた伊賀越漬は全国に類を見ない伊賀独特の漬
物です。伊賀地域の契約農家を中心に栽培された小型の白瓜を塩蔵し、
伝統の技法で味付けした瓜の中には６種類の野菜（大根、しょうが、しそ、
しその実、白瓜、きゅうり）の漬物を刻み詰してあります。 味付けも
改良を重ね、添加物を一切使用せず、300日余り熟成するなどこだわっ
て製造した「天然醸造しょうゆ」と、家伝仕込みの天然醸造「玉みそ」で、
伝統を守りながらも現代に合う、食べやすい味に仕上げた逸品です。 伊賀越漬

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

伊賀越株式会社
本城　圭祐さん
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▲藤堂藩の一匁札
（左：裏　右：表）

コラム

　皆さん、インフォームド・コンセントという言葉
を知っていますか？
 インフォームド・コンセントとは、主に病院など
医療現場で使用している言葉で、患者さんや家族が
病状や治療方法などを医療従事者から説明を受け、
理解し、そして意思決定して合意するという、いず
れも欠かすことができない一連の過程のことをいい
ます。
　インフォームド・コンセントは、患者さんや家族
が病状などについて、きちんと知り、自己決定する
ための権利を保障するものです。医師や看護師など
は、患者さんなどからの求めに応じ、病状や治療方
針などの説明を行います。説明では、病名、病状、
治療方針、予後などを正確に伝えることはもちろん、
患者さん自身がきちんと理解し、納得して治療方針
などを選択するために、患者さんの心情や価値観な

どに配慮し、わかりやすく、丁寧に説明することが
求められます。メリットとデメリットを公平に示し、
理解していただいた上で、治療方針を一緒に考え、
選んでいく過程が大切です。
　上野総合市民病院は、「三重県西部地域の基幹病
院として、全人的医療＊を提供し、広く市民に信頼
される病院であること」を基本理念とし、基本方針
に「患者さまの人権を尊重した医療、看護を提供し
ます」と掲げています。これからも患者さんの尊厳
を守り、患者さんや家族などの知る権利や自己決定
権を大切に、誰もが安心して医療を受けられる地域
医療に取り組みます。

＊病気だけを診るのではなく、心理や社会的側面な
ども含めて、ひとりの人間として包括的に見てい
くという医療本来のあるべき姿のこと。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

インフォームド・コンセント　　－上野総合市民病院－

　春は入学、就職などで新生活が始まる季節です。
新しい生活がスタートしワクワクしている人がいる
一方で、新しい環境に不安な人もいるのではないで
しょうか。
　そのような時には、気分転換を兼ねて少し体を動
かしてみてはいかがでしょうか。「体を動かすこと
＝スポーツ競技」というと何だかハードルが高く感
じるかもしれませんが、例えば散歩も「ウォーキン
グ」というスポーツの一種目です。途中できれいな
花を見つけスマホで撮影するなど、何か新しい発見
があるかもしれませんね。自分の体調と相談しなが
ら少し早く歩いてみたり、万歩計をつけて遠くへ足
を延ばしてみたりするのも良いかもしれません。

　また、レジャーを兼ねて観戦することも、「みる
スポーツ」として広い意味でのスポーツ活動です。
夢中になって応援することで、心身ともにリラック
スするという人も多いのではないでしょうか。
　７月には、昨年の男子サッカーに引き続き、女子
サッカーのワールドカップ大会が開催されます。日
本チームの活躍に期待したいところですね。
　新生活のスタートに合わせてスポーツ活動を始め
ませんか。

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

新生活のお供にスポーツはいかがでしょうか
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▪絵　本
『おうさまのまえでみぎむけーみぎ！』

柏原　佳世子／作

『ホッキョクグマのプック』　
あずみ虫／作

『すてきないちにち』
かさい まり／作・絵

図書館（室）からのお知らせ

『数は無限の名探偵』
はやみね　かおる 他／著

『妖怪と魔法おりがみ』
笹川　勇／著

▪一般書
『使い切れない農地活用読本』

農山漁村文化協会／編

『はじめての、やさしいお菓子』
長田　佳子／著

『伝説の名馬図鑑』
江面　弘也／監修

『ネズミなんびきでゾウになる? 』
トレイシー・ターナー／文

アーロン・カシュリー／イラスト
　エベレストの頂上まで階段は何階分必
要？金魚何匹でシロナガスクジラにな
る？大きすぎて想像がつかない数の世界
も、身近なものと比べてみるとよくわか
ります。楽しみながら、自然に「数」の
世界に親しむことのできる一冊です。

▪児童書

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
４月の読み聞かせ

　「布の絵本」は、読むだけでなく、五感を刺激し
ながら楽しめる絵本です。今回は、『はたけのかく
れんぼ』（１・２）を紹介します。
　土の中から野菜を取り出すなどの手指の動作訓練
になるほか、土から出ている葉っぱを見て、何の野
菜かを想像する知育的な要素もある絵本です。ボラ
ンティアの皆さんが一針一針心をこめて作っていま
す。ぜひご利用ください。（貸出は１人１冊まで）

布の絵本作成グループ「お針子チクチク」／作

１表紙 開けてみると

２表紙 畑の土の中をのぞいてみると

◆新しい「布の絵本」ができました

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

13日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

15日㈯ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

18日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

19日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

22日㈯ 10：30～ 上野図書館 えほんの泉（kiko きこ）

26日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

※感染拡大防止のため、参加人数を制限しています。

５月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。
相談内容 問い合わせ 電　話

消費生活相談 住民課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609家庭児童相談　※予約優先
母子・父子自立相談

※予約優先
こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

※ハイトピア伊賀駐車場は有料です。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

①
11日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
住民課

① 5/1　8：30～受付
② 5/16　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
23日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（4/17 ～ 5/2）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
＊収入要件あり　※予約制 17 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（5/16）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

10日㈬
13:30 ～ 15:30

本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

16 日㈫ 伊賀支所　１階談話室 伊賀支所 45-9104

18 日㈭ 13:30 ～ 16:00 青山複合施設　会議室３ 青山支所 52-3227

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期間（4/27 ～ 5/22）

※先着 5人
22-9638

出張年金相談※予約制 19 日㈮ 10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
9112

緑（園芸）の相談 ８日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

11 日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（5/8）
※先着４人

22-9702

健康相談 26日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

人権相談
（人権擁護委員） 18日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室３ 人権政策課 22-9683

高齢者の就業相談
11日㈭

13:30 ～ 15:00
下郡市民館

シルバー人材センター 24-5800
18 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ
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令和５年度 施政および予算編成方針
「こどもファースト！未来へ“跳（ジャンプ）”予算」

伊賀市の情報
発信中！

カタログポケット公式 Facebook公式 YouTube
「忍者市チャンネル」

伊賀市ホームページ

今月の納税
●納期限　５月１日 （月）

固定資産税（１期）

2023 年（令和５年）４月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　86,790 人　○世帯数　40,318 世帯
○男　42,681 人　　○女　44,109 人

伊賀市の人口・世帯数
令和５年２月 28日現在

４月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111
　名張市立病院　☎ 61-1100
　岡波総合病院　☎ 21-3135

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）※令和５年１月１日移転
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆ MRI を用いた全身のがん検査
　「DWIBS（ドゥイブス）検査」

　当院ではMRI 装置によるDWIBS 検査を行うこ
とができます。DWIBS は全身の検査で、がん細胞
の全身への広がりを一度に検査することが可能です。
　これまで当院では、P

ペット

ET-CT によるがん検査を
行っていました。PET-CT はブドウ糖に放射線を出
す物質をつけて、注射により全身に投与します。が
ん細胞は糖分が好物でこの薬剤を多く取り込むた
め、薬剤から放出された放射線を検出するとがん細
胞がいる場所を画像化することができます。ただ
PET-CT には放射線の被ばくがあったり、食事や血
糖値の影響を受けるなどの問題点があります。
　一方、DWIBS はがん細胞が増えて膨らんでいる

状態を画像化します。DWIBS は放射線を使用しな
いため放射線被ばくの心配はなく、食事や血糖値の
影響も受けません。また注射の必要もありません。
そして、PET-CT と DWIBS のがんを見つける力は、
ほぼ同程度と言われています。当院ではDWIBS を
2019 年に使用開始し、年間 120 件以上行ってい
ます。DWIBS の画像は経験のある放射線科医が診
断し、結果を担当医に報告しています。PET-CT に
代わり皆さんのがん診断に役立てることができると
考えています。　　　（放射線技術課　植田　浩充）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
岡／名

３
　岡波

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　上野

８
　上野

９
　岡波

10
　岡波

11　
　上野

12
　岡波

13
　名張

14
　上野

15
　名張

16
岡／名

17
　岡波

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　上野

22
　上野

23
　岡波

24
　岡波

25
　上野

26
　岡波

27
　名張

28
　上野

29
　上野

30
岡／名

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

広報いがをスマホでチェック


